
法学
年次 学期 学則科目責任者

1年次 前学期 佐々木　良行（法学）

学修目標
（ＧＩＯ）

本講義では、身の回りに存在する様々な問題から法的な問題点を発見し、これを解決するための道筋
を検討することによって、絶え間なく変動する社会に対応する法的思考力を身につけることを目標と
する。もっとも、法的な問題点を発見するためには、基本法である憲法や民法・刑法等の基礎知識が
必要となるので、具体的な問題の検討に必要な限りで、それらの説明も併せて行う予定である。なお、
近の 高裁判例を紹介したり、時事問題等について法的な観点から言及する予定である。

担当教員 ※佐々木　良行

教科書
現代法学入門　伊藤正巳・加藤一郎編　有斐閣
ポケット六法（平成28年版）　編集代表　有斐閣

評価方法
（ＥＶ）

授業時間内に行う平常試験（筆記試験）によって評価点（100％）とする。平常試験の結果に応じて、
補講などの措置を講ずることがある。

日付 授業項目 授業内容等 担当教員

2016/04/14 (木)
1時限
09:00～10:30
A
2016/04/14 (木)
1時限
09:00～10:30
B

社会生活と法 【授業の一般目標】
①法規範の特色（道徳との違い）、②法の理念・特色、③法の種類、④法の適
用と解釈を通じて、社会生活のルールとしての法を理解する。

【行動目標（ＳＢＯｓ）】
1.①社会生活のルールとしての法を説明できる。

【準備学修項目】
法と道徳の違い、法の種類を調べておくこと。

【学修場所・媒体等】
407教室

【学修方略（ＬＳ）】
講義

【場所（教室/実習室）】
４０７教室

【国家試験出題基準（主）】

【コアカリキュラム】

佐々木　良行

2016/04/21 (木)
1時限
09:00～10:30
A
2016/04/21 (木)
1時限
09:00～10:30
B

現代国家と憲法 【授業の一般目標】
具体的な事例問題等を通じて、統治（立法権・行政権・司法権）、人権（自由
権・平等権・社会権・刑事法における人権）を通じて、憲法（意義、立憲主義、
法の支配等）を概括的に理解する。

【行動目標（ＳＢＯｓ）】
1.立憲主義と憲法との関係を説明できる。

【準備学修項目】
憲法の条文を素読しておくこと。

【学修場所・媒体等】
407教室

【学修方略（ＬＳ）】
講義

【場所（教室/実習室）】
４０７教室

【国家試験出題基準（主）】

【コアカリキュラム】

佐々木　良行

2016/04/28 (木)
1時限
09:00～10:30
A
2016/04/28 (木)
1時限
09:00～10:30
B

家族生活と法 【授業の一般目標】
具体的な事例問題等を通じて、①婚姻・離婚、②親子・養子、③扶養、④相続
を概括的に理解できる。

【行動目標（ＳＢＯｓ）】
1.家族法の全体像を概括的に説明できる。

【準備学修項目】
身近にある家族法の問題（例：相続に関する紛争）をいくつか考えておくこと。

【学修場所・媒体等】
407教室

【学修方略（ＬＳ）】
講義

【場所（教室/実習室）】
４０７教室

【国家試験出題基準（主）】

佐々木　良行



日付 授業項目 授業内容等 担当教員

2016/04/28 (木)
1時限
09:00～10:30
A
2016/04/28 (木)
1時限
09:00～10:30
B

家族生活と法 【コアカリキュラム】 佐々木　良行

2016/05/12 (木)
1時限
09:00～10:30
A
2016/05/12 (木)
1時限
09:00～10:30
B

財産権と法 【授業の一般目標】
具体的な事例問題等を通じて、財産権である物権（所有権など）に関する法的
保護と債権（契約・債務不履行、不法行為など）に関する法的保護を概括的に
理解する。

【行動目標（ＳＢＯｓ）】
1.財産権の種類と権利保護のシステムを概括的に説明できる。

【準備学修項目】
日常生活の中で民法（財産法のみ）とかかわりのある具体的事象（例：電車の
利用、ネットショッピングの利用）にどのようなものがあるかを考えておくこ
と。

【学修場所・媒体等】
407教室

【学修方略（ＬＳ）】
講義

【場所（教室/実習室）】
４０７教室

【国家試験出題基準（主）】

【コアカリキュラム】

佐々木　良行

2016/05/19 (木)
1時限
09:00～10:30
A
2016/05/19 (木)
1時限
09:00～10:30
B

高齢者問題と法 【授業の一般目標】
具体的な事例問題等を通じて、高齢者に関する様々な法的問題（高齢者の生活
保障、高齢者の介護、高齢者の財産保護、遺言等）を横断的に理解する。

【行動目標（ＳＢＯｓ）】
1.高齢者をめぐる法的問題の概要を説明できる。

【準備学修項目】
高齢者に特有の法的問題にどのようなものがあるかを調べておくこと。

【学修場所・媒体等】
407教室

【学修方略（ＬＳ）】
講義

【場所（教室/実習室）】
４０７教室

【国家試験出題基準（主）】

【コアカリキュラム】

佐々木　良行

2016/05/26 (木)
1時限
09:00～10:30
A
2016/05/26 (木)
1時限
09:00～10:30
B

消費者問題と法 【授業の一般目標】
具体的な事例問題等を通じて、消費者法、消費者取引・消費者信用の諸問題等
を概括的に理解する。

【行動目標（ＳＢＯｓ）】
1.消費者問題の概要を説明できる。

【準備学修項目】
消費者取引に関する各種の特別法（消費者契約法、特定商取引法等）の概略を
調べておくこと。

【学修場所・媒体等】
407教室

【学修方略（ＬＳ）】
講義

【場所（教室/実習室）】
４０７教室

【国家試験出題基準（主）】

【コアカリキュラム】

佐々木　良行

2016/06/02 (木)
1時限
09:00～10:30
A
2016/06/02 (木)
1時限
09:00～10:30
B

環境問題と法 【授業の一般目標】
具体的な事例問題等を通じて、環境権、公害の歴史、民事裁判による救済、公
害対策と行政の対応等を概括的に理解する。

【行動目標（ＳＢＯｓ）】
1.環境問題と法とのかかわりを説明できる。

【準備学修項目】
身近な生活・地域・全国的・地球的規模をとわず、環境破壊にはどのようなも
のがあるかを調べておくこと。

【学修場所・媒体等】
407教室

佐々木　良行



日付 授業項目 授業内容等 担当教員

2016/06/02 (木)
1時限
09:00～10:30
A
2016/06/02 (木)
1時限
09:00～10:30
B

環境問題と法
【学修方略（ＬＳ）】
講義

【場所（教室/実習室）】
４０７教室

【国家試験出題基準（主）】

【コアカリキュラム】

佐々木　良行

2016/06/09 (木)
1時限
09:00～10:30
A
2016/06/09 (木)
1時限
09:00～10:30
B

医療と法 【授業の一般目標】
具体的な事例問題等を通じて、患者の主体的地位の尊重（自己決定権等）、医
師の医療過誤責任、生命倫理、脳死・臓器移植に関する問題の概略を理解でき
る。

【行動目標（ＳＢＯｓ）】
1.医療問題に対する法的アプローチの基本を説明できる。

【準備学修項目】
患者の自己決定権や説明を受けたうえでの同意（インフォームド・コンセント）
が問題となる場面、医療過誤訴訟のイメージをできる限り具体的にイメージし
ておくこと。

【学修場所・媒体等】
407教室

【学修方略（ＬＳ）】
講義

【場所（教室/実習室）】
４０７教室

【国家試験出題基準（主）】
必修の基本的事項
１　医の倫理と歯科医師のプロフェッショナリズム
イ　歯科医師と患者・家族との関係
ａ　患者中心の歯科医療、インフォームドコンセント、セカンドオピニオン

【コアカリキュラム】
Ａ　基本事項
Ａ-４　インフォームドコンセント
＊①インフォームドコンセントの意義と重要性を説明できる。

佐々木　良行

2016/06/16 (木)
1時限
09:00～10:30
A
2016/06/16 (木)
1時限
09:00～10:30
B

情報社会と法 【授業の一般目標】
具体的な事例問題等を通じて、情報の流通、違法・有害・迷惑情報からの保護、
情報セキュリティなどを横断的に理解する。

【行動目標（ＳＢＯｓ）】
1.情報社会と法のかかわりの概要を具体的に説明できる。

【準備学修項目】
自らが経験したインターネット上でのトラブルを具体的に考えておくこと。

【学修場所・媒体等】
407教室

【学修方略（ＬＳ）】
講義

【場所（教室/実習室）】
４０７教室

【国家試験出題基準（主）】

【コアカリキュラム】

佐々木　良行

2016/06/23 (木)
1時限
09:00～10:30
A
2016/06/23 (木)
1時限
09:00～10:30
B

宗教と法 【授業の一般目標】
具体的な事例問題等を通じて、宗教と法（特に憲法）とのかかわりとして、信
教の自由、宗教的行為の自由、政教分離原則等を概括的に理解する。

【行動目標（ＳＢＯｓ）】
1.宗教と法（特に憲法）とのかかわりを具体的に説明できる。

【準備学修項目】
宗教と法がかかわりそうな場面にはどのようなものがあるかを考えておくこと。

【学修場所・媒体等】
407教室

【学修方略（ＬＳ）】
講義

【場所（教室/実習室）】
４０７教室

【国家試験出題基準（主）】

【コアカリキュラム】

佐々木　良行

2016/06/30 (木)
1時限
09:00～10:30
A

未成年者と法 【授業の一般目標】
具体的な事例問題等を通じて、主に選挙権、飲酒の自由、喫煙の自由を中心に、
未成年者と法とのかかわりを概括的に理解する。

佐々木　良行



日付 授業項目 授業内容等 担当教員

2016/06/30 (木)
1時限
09:00～10:30
B

未成年者と法 【行動目標（ＳＢＯｓ）】
1.未成年者と法とのかかわりを具体的に説明できる。

【準備学修項目】
未成年者は成人の場合と異なって、どのような異なる法的な扱いを受けるかを
考えておくこと。

【学修場所・媒体等】
407教室

【学修方略（ＬＳ）】
講義

【場所（教室/実習室）】
４０７教室

【国家試験出題基準（主）】

【コアカリキュラム】

佐々木　良行

2016/07/07 (木)
1時限
09:00～10:30
A
2016/07/07 (木)
1時限
09:00～10:30
B

マイノリティーと
法

【授業の一般目標】
具体的な事例問題等を通じて、いわゆるマイノリティーとされる者（身体障が
い者・精神障がい者、ＬＧＢＴ）に関する諸問題を概括的に理解する。

【行動目標（ＳＢＯｓ）】
1.マイノリティーとされる者と法とのかかわりを説明できる。

【準備学修項目】
日常生活において、マイノリティーとされる者がどのような不都合を感じてい
るか等を具体的に考えておくこと。

【学修場所・媒体等】
407教室

【学修方略（ＬＳ）】
講義

【場所（教室/実習室）】
４０７教室

【国家試験出題基準（主）】

【コアカリキュラム】

佐々木　良行

2016/07/14 (木)
1時限
09:00～10:30
A
2016/07/14 (木)
1時限
09:00～10:30
B

企業・労働関係と
法

【授業の一般目標】
具体的な事例問題等を通じて、企業と労働関係（労働契約、賃金、労働時間等）
に関する諸問題を概括的に理解する。

【行動目標（ＳＢＯｓ）】
1.企業・労働関係と法とのかかわりを具体的に説明できる。

【準備学修項目】
自分の身近に存在する労働問題があれば、具体的に考えておくこと。

【学修場所・媒体等】
407教室

【学修方略（ＬＳ）】
講義

【場所（教室/実習室）】
４０７教室

【国家試験出題基準（主）】

【コアカリキュラム】

佐々木　良行

2016/07/21 (木)
1時限
09:00～10:30
A
2016/07/21 (木)
1時限
09:00～10:30
B

これまでの授業の
総復習と発展・応
用

【授業の一般目標】
これまでの授業における学修項目を再度確認をするとともに、項目相互の関連
を踏まえ発展的・応用的な観点からの検討内容を理解できる。

【行動目標（ＳＢＯｓ）】
1.これまでの授業における学修項目を確認したうえで、項目相互の関連を踏ま
えた説明ができる。

【準備学修項目】
これまでの授業の学修項目を復習しておくこと。

【学修場所・媒体等】
407教室

【学修方略（ＬＳ）】
講義

【場所（教室/実習室）】
４０７教室

【国家試験出題基準（主）】

【コアカリキュラム】

佐々木　良行

2016/09/08 (木)
1時限
09:00～10:30

平常試験 【授業の一般目標】
授業の理解度を平常試験（筆記試験）で確認する。その後、解説講義を行う。

佐々木　良行



日付 授業項目 授業内容等 担当教員

A
2016/09/08 (木)
1時限
09:00～10:30
B

平常試験 【行動目標（ＳＢＯｓ）】
1.平常試験で問われたことを理解し、説明できる。

【準備学修項目】
これまでの授業の内容を反復しておくこと。

【学修場所・媒体等】
407教室

【学修方略（ＬＳ）】
講義

【場所（教室/実習室）】
４０７教室

【国家試験出題基準（主）】

【コアカリキュラム】

佐々木　良行


